
各市町村の浴岸域

代表的な
スポット

「ベニアジサシ」

全長 33cm。

主に奄美諸島以南に夏鳥として渡来し、

海岸の岩礁や小島などで集団繁殖します。

オーストラリアのグレートバリアリーフで越冬することが、

近年の調査で確認されました。

海上を飛翔しながら小魚を見つけ、

海面にダイブして捕らえる姿が

県内各地の沿岸域で見られます。

人が近づくと、繁殖地を放棄する事があります。

コバルトブルーの海に夏を運んでくる渡り鳥

チドリ目カモメ科

レッドデータ沖縄「準絶滅危惧」、環境省レッドリスト「絶滅危惧Ⅱ類」に分類


